
 

平成 29年度 第 1回 かほく市子ども・子育て会議 会議録 

 

○会議の概要 

開催日時 平成 29年 12月 13日（水）13時 30分から 15時 20分まで 

開催場所 かほく市役所西フロア 3Ｆ302会議室 

出
席
者
の
氏
名 

委員 
西村会長、西盛委員、東委員、竹中委員、古谷委員、星名委員、 

細井委員、本多委員、喜多委員、浅野委員、坂田委員（以上 11名） 

事務局 

市民部長：森田、健康福祉課課長：越井、子育て支援課課長：千田、 

子育て支援課課長補佐：清水、子育て支援課課長補佐：桝田、子ども総合セン

ター次長：大浦、健康福祉課係長（母子保健係長）：藤井、子育て支援課係長（児

童家庭係）：森、子育て支援課係長（子育て支援係）：卯坂、子育て支援課係長

（保育園係）：本出、子育て支援課主査（保育園係主査）：酒井 

（以上 11名） 

欠席委員 0名 

傍聴者 0名 

議題 （1）会長の選出及び会長あいさつ 

（2）平成 28年度の子ども・子育て事業計画の取組みについて 

（3）かほく市立認定こども園への移行及び学園台保育園の民営化について 

（4）その他 

・平成 29年度第 2回かほく市子ども・子育て会議の開催について 

配付資料 ・会議次第 

・資料 1 かほく市子ども・子育て会議について 

・資料 2 「かほく市子ども・子育て支援事業計画」平成 28 年度事業点検・

評価について 

・資料 2（補足）かほく市子ども・子育て支援事業計画の点検・評価について 

        平成 28年度事業評価・検証シート 

・資料 3 かほく市立認定こども園への移行について 

・資料 4 学園台保育園民営化について 

・提言書 

・かほく市立こども園の基本理念・基本方針・目標の設定について 

・かほく市子ども・子育て支援事業計画 

 

○議事要旨 

発言者 発言要旨 

１ 開会 

２ 部長あいさつ 

３ 委員紹介（自己紹介） 

４ 事務局紹介 

５ かほく市子ども・子育て会議について 

事務局 〔資料１に基づき、説明〕 

６ 議事 



 （１）会長の選出及び会長あいさつ 

 〔西村委員の他薦あり。拍手を持って承認とさせていただく。〕  

会 長 

・只今ご紹介いただきました石川県立看護大学の西村です。この子ども・子育て会議は、

子育ての当事者の保護者の方々や子育て支援をしている支援者の方々のご意見等を

頂戴しながら、子育て支援の事業や計画を考えていくというのが主たる目的です。委

員の皆様には、是非、かほく市の子育て支援が向上するようにさまざまなご意見を頂

戴しながら進めてまいりたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 （２）平成 28年度の子ども・子育て事業計画の取組みについて 

会 長 
・平成 28 年度の子ども・子育て事業計画の取組みについて、事務局より説明をお願い

します。 

事務局 

〔資料 2に基づき、説明〕 

・「かほく市子ども・子育て支援事業計画」平成 28年度事業点検・評価について 

（1） 庁内における取組みの検証について 

全体をみると、「達成した」及び「ある程度達成した」の合計割合は 9割を超

えている。 

（2） 教育・保育の量の見込みと確保方策の状況について 

確保できている。さらに、認定こども園移行に向け、準備を進める。 

（3） 地域子ども・子育て支援事業計画の量の見込みと確保方策の状況について 

確保できている。引き続き、提供体制を整えていく。 

会 長 

・有難うございました。今、ご説明いただいた実施状況を確認しながら、日ごろ子育て

をしながらのご意見とか、支援者としてお子さんや保護者の方々と関っている中でお

気づきの点などございましたら、是非ご発言いただければと思います。いかがでしょ

うか。 

・私の方から１点お願いします。P3の「児童擁護施設等でのショートスティの実施」に

ついてですが、契約先に聖霊乳児院と福樹園とありますが、小松市と金沢市の事業所

であり、少し遠くないのかと気になったのですが、どのようなものでしょうか。 

事務局 

・確かに会長のおっしゃるとおり、県内にはいくつか児童福祉施設がございまして、小

松市となると少し遠いかとこちらも思ったのですが、県内の事業者の中でこちらの条

件で対応できる事業者がこの２者だけであったということになります。 

なんらかのニーズにお答えしなければいけない、最終的なセーフティネットというこ

とで契約をさせていただきました。 

会 長 ・有難うございました。他に何かありませんか。 

委 員 

・基本目標 6の「児童へのきめ細やかな支援の推進」ということに関係して、発達障が

い傾向のお子さんが最近増えてきているようですが、かほく市の方ではどのような支

援を行っているのでしょうか。 

事務局 

・かほく市の方では、かほく市子ども発達相談支援センターというところがありまして、 

各保育園や小学校などを巡回し、支援の必要な児童の状況を確認したり、保護者と面談

をしたりしながら、医療機関や関係機関に繋ぐようにしています。また、市の成長応援

ノートというものをお子さん一人ひとりに作成していただき、個人の状況をしっかりと

把握し、ライフステージに応じたきめ細かい支援ができるように関係機関と連携しなが

ら、個人を見守り支援していっています。 

・保育園でも発達障がい傾向の気になるお子さんというのは、いらっしゃいます。保育



園の場合は、保育園に入所する際に、各園長の方で気になる児童のリストというものを

作成し、子育て支援課の方にあげていただいております。気になるお子さん一人ひとり

の状況をできるだけ細かく記載していただき、その子にとってどういう支援が必要なの

かということを関係機関（保育園、子育て支援課、子ども発達相談支援センター、保健

師、県特別支援学校地域支援室等）と連携をとりながら支援していっております。 

委 員 

・P5の「不妊治療を受けやすい環境の整備」ということで、講演会を実施したというこ

とですが、妊娠出産適齢期の方の参加者が少なかったということで、少し内容が内容

で少なかったのかなという気がしました。かほく市は不妊治療の助成金もでるという

ことで、わざわざ県外からかほく市に転入してこられた方もいるとお聞きしますが、

ご婦人だけの問題ではなく、夫婦限定での参加ということが大切なのではないかと思

いました。より多くの参加者を募るために、産婦人科等との連携をとることも良いの

ではないかと思いました。 

事務局 

・有難うございました。助成金については、医療費の全額助成ということで皆さんに申

請していただき助成しております。講演会につきましては、なかなか自分で、私は不

妊治療をしていますと言い難いところもあり、こちらの方からも案内はさせていただ

きましたが、妊娠出産適齢期の方の参加者が今ひとつ少なかったという状況でした。 

 29 年度は、11 月に「ヨガをつかった妊娠しやすい体づくり」ということでセミナー

を開催し知識を深めていただき、最後に看護大学と連携して作りました健康弁当を食

べていただき、また講演会とは違った形で妊娠・出産の知識や妊活の理解促進を図る

ことができたのではないかと思います。 

会 長 ・その他、いかがでしょうか。 

委 員 

・今年の１月から里親の方も育児休暇がとれるようになったが、かほく市の方では、里

親の方にどのような支援があるのかということと、もう一つは P7 の「言語教育の推

進」に関係して、現在宇ノ気小学校でダブルティ－チャーで言語教育を行っているよ

うですが、今後他の学校でも展開していく予定があるのかお聞かせいただきたいと思

います。 

事務局 

・里親についてですが、実際かほく市では、里親の方々に子育て支援はしていない。か

ほく市内でも里親をなさっている方は何件かおいでますので、来年度は、もう少しな

んらかの形で周知活動を行っていこうと思っています。 

・ダブルティーチャーについては、かほく市の方では先行実施ということで来年度から

は全小学校で実施という計画になっている。3・4 年生は 50 時間実施、5・6 年生は

70時間ということで実施するという計画になっている。 

委 員 

・小学校のほうでも、放課後の様子や土日の様子がとても心配なお子さんがいます。親

御さんは毎日毎日大変忙しく働いているということで、ポツンと一人でいるのではな

いかと心配しているが、なかなかその状況が見えないことがよくあります。 

 児童の発達状況については、市の成長応援ノートだけでなく、子育て支援課や健康福

祉課など行政の関係各課に問い合わせると、生育歴から保育園での状況等とても細か

い情報までつかめることもあるため、市との連携ということを大変心強く有難く思っ

ています。色々がご家庭があり、一人ひとりのお子さんの生活状況もそれぞれ違いま

すので、このようにきめ細かい市との連携は大変重要であると感じています。 

事務局 ・これからも関係機関と連携しながら継続して進めていきたいと思います。 

会 長 ・私も必要に応じて、色々な関係機関とのスムーズな連携が重用だなぁと思います。 



委 員 

・P3のショートスティや夜間保育についてですが、私は民間の事業者なので、子どもた

ちの気持ちを考えると知らないところで夜寝たりするのは心細いのではないかと思

い、複雑な気持ちです。家庭的な保育をしていかなければいけないと思いますが、現

在の状況では、体制が確立していないので、すぐにはなかなか実施できない状況であ

ります。今後、また検討してみます。 

会 長 ・有難うございました。その他になければ、次の議題に移りたいと思います。 

（３）かほく市立認定こども園への移行及び学園台保育園の民営化について 

事務局 

〔資料 3､4に基づき、説明〕 

資料 3・・・かほく市立認定こども園への移行について 

（1）これまでの経緯 

（2）認定こども園移行について 

資料 4・・・学園台保育園民営化について 

（1） これまでの経緯 

（2） 民営化の計画について 

（3） 学園台保育園の民営化計画について 

会 長 ・何かご質問がありますか？無いようでしたら、次の議題に移ります。 

 （４）その他 

会 長 ・事務局から何かありますか。 

事務局 次回会議の議事（予定） 

・木津幼稚園（来年度から認定こども園に移行予定）と市内公立保育園（来年度から認

定こども園に移行予定）の定員設定及び変更に関する意見聴取 

・かほく保育園の定員の関する意見聴取 などを予定 

・平成 29年 3月中旬 13：30から予定 

７ 閉会 

 千田課長あいさつ 

 


